
 

三
月
五
日
、
大
栃
小
児
童
と

民
生
児
童
委
員
ら
が
、
大
栃
地

区
内
の
七
十
五
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
花
を
届

け
る
『
ふ
れ
あ
い
の
花
く
ば
り
』

を
行
い
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
同
校
の
四
〜
六
年

三
十
九
人
が
民
生
児
童
委
員
ら

と
と
も
に
二
十
六
軒
を
訪
問
し

ま
し
た
。
児
童
が
世
話
を
し
た

パ
ン
ジ
ー
を
「
い

つ
ま
で
も
お
元

気
で
」
と
声
を

添
え
て
手
渡
す

と
、
訪
問
を
受

け
た
お
年
寄
り

も
よ
ろ
こ
ん
で

受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

 

「
元
気
な
笑

顔
が
見
ら
れ
て
、

う
れ
し
か
っ
た
」

と
児
童
も
気
持

ち
が
伝
わ
っ
た

こ
と
を
よ
ろ
こ

ん
で
い
ま
し
た
。

 

三
月
二
日
、
大
宮
小
学
校
で
『
大
宮
フ
ェ
ス
タ
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
午
前
は
『
読
書
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
、
各
学
年
の

出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

 

午
後
か
ら
は
、
『
愛
・
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』

が
行
わ
れ
、
民
生
児
童
委
員
や
婦
人
会
な
ど
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
講
師
に
な
り
、
お
手
玉
づ
く
り
や

折
り
紙
と
い
っ
た
昔
遊
び
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
行
い
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
花
く
ば
り

大
栃
小
学
校

地
域
の
方
と
児
童
が

 

昔
遊
び
で
楽
し
く
交
流

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
小
学
校

香
美
市
健
康
づ
く
り
婦
人
会
が

知
事
表
彰
を
受
賞
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二
月
七
日
、
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
『
高
知
県
健
康
づ
く
り
婦
人
会
連
合
会
結
成
四

十
周
年
記
念
大
会
』
で
、
香
美
市
健
康
づ
く
り
婦

人
会
（
山
本
信
子
会
長
）
が
、
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

 

同
会
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
発
足
以
来
、
複
十

字
シ
ー
ル
募
金
を
は
じ
め
と
し
た
結
核
予
防
の
啓

発
活
動
を
続
け
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
で

の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

ま
た
当
日
は
、
総
合
保
健
協
会
理
事
長
か
ら
山

本
信
子
会
長
に
、
高
知
県
健
康
づ
く
り
婦
人
会
連

合
会
長
か
ら
高
橋
千
世
さ
ん
（
前
会
長
）
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

気持ちのこもったパンジーが児童から贈られました

地域の方から習って昔遊びを楽しみました

▲受賞報告に市長室を訪問した
　山本信子会長（写真中央）と
　吉本圭子副会長（写真右）



 

二
月
十
七
日
、
「
学
問
の
神

様
」
と
し
て
知
ら
れ
る
谷
秦
山

（
一
六
六
三
〜
一
七
一
八
年
）

の
墓
前
祭
が
、
ぐ
い
み
谷
（
土

佐
山
田
町
植
）
の
墓
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
墓
前
祭
は
、
土
佐
の
南
学
を

再
興
し
た
藩
政
時
代
の
学
者
・

谷
秦
山
の
遺
徳
を
し
の
び
、
地

元
の
有
志
ら
で
つ
く
る
『
秦
山

会
』
が
主
催
し
て
、
毎
年
二
月

の
第
三
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
は
地
元
住
民
や
関

係
者
ら
約
五
十
人
が
参
列
し
、

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

二
月
二
十
日
、
四
国
開
発
株
式
会
社

か
ら
、
間
伐
材
を
使
っ
た
イ
ス
が
大
栃

保
育
園
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
は
、
物
部
町
内
で
林
道
建
設
を

行
っ
て
い
る
同
社
の
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
工
事
で
生

じ
た
間
伐
材
を
使
っ
た
丸
太
イ
ス
や
馬

の
形
を
し
た
園
児
用
の
小
さ
な
イ
ス
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
社
社
員
よ
り
「
仲
良
く
遊
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
イ
ス

で
、
園
児
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

建
設
会
社
が
地
域
貢
献
で

 

木
の
イ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

　
　
　
　
　
　
　   

大
栃
保
育
園

幼稚園児が太鼓演奏で
 火災予防をＰＲ

谷
秦
山
の
遺
徳
を
し
の
び

 

ぐ
い
み
谷
で
墓
前
祭
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全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
中
の
三
月
五
日
、
香
美

市
消
防
署
前
で
、
土
佐
山

田
幼
稚
園
の
園
児
が
太
鼓

を
演
奏
し
、
道
行
く
人
々

に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
火
の
用

心
」
と
書
い
た
ハ
ッ
ピ
を

着
て
演
奏
し
た
後
、
日
ご

ろ
の
消
防
任
務
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
こ
め
て
署
員

に
お
花
を
渡
し
ま
し
た
。

小
学
校
跡
地
に

 
猪
野
々
集
会
所
が
完
成

蜻
贈
ら
れ
た
丸
太
イ
ス
と
一
緒
に

　
記
念
撮
影

谷秦山墓所で神事が執り行われました

 

二
月
二
十
三

日
、
旧
猪
野
々

小
学
校
跡
地
に

猪
野
々
集
会
所

が
完
成
し
、
竣

工
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
集
会
所
は
、

現
在
の
猪
野
々

公
民
館
の
老
朽

化
と
、
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校

に
代
わ
る
地
域

活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
市
が

整
備
し
た
も
の

で
す
。

 

当
日
は
、
多

く
の
地
域
住
民

や
関
係
者
ら
が
参
加
し
て

神
事
、
式
典
が
行
わ
れ
た

後
、
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、

集
会
所
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

 

式
典
で
市
長
は
、
「
中

山
間
地
域
の
活
性
化
が
市

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
こ
の
施
設
を
大
い
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

 

猪
野
々
地
区
の
黒
岩
陸

雄
自
治
会
長
は
「
地
区
住

民
に
と
っ
て
待
望
の
施
設
。

こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
よ
ろ

こ
ん
で
い
ま
し
た
。

完成を祝って餅まきも行われました

消防署前で太鼓を演奏する園児たち



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

二
月
二
十
日
、
『
ふ
な
い
れ

フ
ェ
ア
２
０
０
７
』
が
舟
入
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
の
日
に
合
わ
せ
て
開
か

れ
た
も
の
で
、
午
前
中
は
三
〜

六
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
学
習
発
表
を
行
い
、
午
後

の
部
で
は
、
体
育
館
で
学
年
ご

と
に
劇
や
朗
読
、
合
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
堂
々
と
し
た
発
表
に
、
訪

れ
た
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の

人
々
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

教
育
の
日
に

『
ふ
な
い
れ
フ
ェ
ア
』

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

第
２
回
　
香
美
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

（ 12 ）広　報　か　み平成２０年４月号

　
二
月
十
六
日
、
市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
が

一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深

め
る
『
第
二
回
香
美
市
少

年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
』

が
、
香
美
市
香
北
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
十

二
団
体
・
十
四
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
は
、
種
目
の
異

な
る
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
子

ど
も
た
ち
が
、
こ
の
日
は
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
交
流
を

深
め
、
楽
し
く
汗
を
流
し

ま
し
た
。

 

【
大
会
結
果
】

優
勝
＝
香
北
ソ
フ
ト
Ｂ
、
準
優

勝
＝
香
北
ソ
フ
ト
Ａ
、
三
位
＝

山
田
少
年
剣
道
教
室
、
同
＝
三

好
道
場
土
佐
山
田
支
部

 

◆
平
成
１９
年
度

香
美
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

連
絡
協
議
会
表
彰
式

 

　
二
月
十
六
日
、
香
美
市
香
北

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
個
人

と
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
個
人
の
部
】

 

五
百
蔵
穂
花（
香
北
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
陸
上
部
）、藤
澤
樹
希

（
沖
縄
剛
柔
流
空
手
道
尚
武
館

高
知
支
部
）、西
内
風
生（
同
）、

森
田
綾（
同
）、越
智
尋
翔（
同
）、

岡
部
加
奈（
同
）

 

【
団
体
の
部
】

 

香
長
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
香

北
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
陸
上
部

（
男
子
・
女
子
各
チ
ー
ム
）

蜷
合
唱
を
披
露
す
る
児
童

ドッジボールで交流を深める子どもたち

左から岡部加奈さん、越智尋翔さん、森田綾さん
西内風生さん、藤澤樹希さん、五百蔵穂花さん

香北町スポーツ少年団陸上部（女子チーム）

香北町スポーツ少年団陸上部（男子チーム）

香長ファイティング




